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大
学
卒
業
後
、
す
ぐ
に
大
学
院
で
免
疫
病
理
を
学
び
、
外
科
系
の
耳
鼻
咽
喉
科
に

入
局
後
、
付
属
病
院
の
材
料
部
長
な
ど
様
々
な
部
署
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

日
常
の
業
務
を
何
と
か
こ
な
し
な
が
ら
、
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
理
事
と
し
て
、

ま
た
日
本
鼻
科
学
会
の
理
事
長
と
し
て
3
期
目
を
迎
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
若
く

し
て
、
教
授
職
と
い
う
難
題
を
恩
師
に
命
じ
ら
れ
た
自
分
の
境
遇
を
今
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
と
問
え

ば
、
五
分
五
分
で
あ
る
。

　

患
者
さ
ん
の
立
場
に
寄
り
添
っ
て
医
療
に
携
わ
る
と
い
う
精
神
は
、
自
分
を
育
て

て
く
れ
た
叔
父
の
癌
の
闘
病
生
活
と
そ
れ
を
支
え
る
叔
母
の
苦
労
を
子
供
の
頃
か
ら

つ
ぶ
さ
に
見
て
来
て
、
自
然
に
備
わ
っ
た
。
島
原
半
島
の
田
舎
の
漁
村
で
育
っ
た
自

分
に
と
っ
て
、
15
年
以
上
も
続
い
て
い
る
島
根
県
隠
岐
島
で
の
診
療
の
原
点
は
そ
こ

に
あ
る
。
当
時
、
島
原
で
反
復
性
扁
桃
炎
や
急
性
虫
垂
炎
に
よ
る
急
性
腹
症
で
注
射

を
し
て
く
れ
た
診
療
所
の
先
生
は
、
子
供
の
自
分
に
は
近
寄
り
が
た
い
神
聖
な
神
様

か
仏
様
に
見
え
て
い
た
。

　

50
年
以
上
の
歳
月
を
経
て
、
今
の
自
分
は
患
者
さ
ん
や
家
族
の
目
に
ど
う
映
っ
て

い
る
の
か
…
と
、
ふ
と
思
う
。
大
学
病
院
で
の
頭
頸
部
進
行
癌
の
患
者
さ
ん
や
家
族

に
正
面
か
ら
向
き
合
う
に

は
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
注
が
ね
ば
良
い
結
果
は

得
ら
れ
な
い
。
患
者
さ
ん

や
家
族
の
社
会
的
背
景
は

様
々
で
あ
り
、
話
し
込
む

う
ち
に
貰
い
泣
き
す
る
こ

と
も
あ
る
。
そ
の
時de 

ja vu

と
し
て
脳
裏
に
浮

か
ぶ
の
は
、
6
回
の
手
術

を
受
け
49
歳
で
他
界
し
た
不
運
の
叔
父
と
、
現
在
も
健
在
で
あ
る
強
運
の
92
歳
の
叔

母
で
あ
る
。「
長
く
生
き
れ
ば
い
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」と
叔
母
は
愚
痴
を
こ
ぼ

す
が“
凡
人
は
何
の
た
め
に
生
き
る
か
を
自
問
自
答
し
て
日
々
の
人
生
を
送
れ
ば
よ

い
”と
、
高
校
の
担
任
の
先
生
が
言
っ
て
い
た
フ
レ
ー
ズ
が
聞
こ
え
て
く
る
。
63
年

と
い
う
長
き
人
生
を
無
駄
に
む
さ
ぼ
っ
て
き
た
自
分
は
何
者
か
と
問
う
が
、
恩
師
も

す
で
に
他
界
し
、
誰
も
答
え
て
く
れ
な
い
。

　

昨
年
、
高
校
3
年
間
下
宿
生
活
で
過
ご
し
た
長
崎
市
内
を
訪
問
す
る
機
会
を
島
根

の
友
人
か
ら
頂
戴
し
た
。
多
く
の
地
元
の
方
に
歓
待
し
て
い
た
だ
き
、
出
島
や
新
地

の
中
華
街
を
散
策
し
、
短
い
な
が
ら
昔
の
感
慨
に
浸
る
こ
と
が
出
来
た
。
自
分
が
た

ど
っ
て
き
た
人
生
の
中
で
、
長
崎
南
高
校
時
代
の
3
年
間
は
、
青
雲
の
志
を
抱
い
て

も
っ
と
も
輝
い
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
勿
論
大
学
受
験
の
た
め
に
そ
こ
そ
こ
学
習
し

て
い
た
が
、
小
さ
い
頃
か
ら
嗜
ん
で
い
た
剣
道
は
ク
ラ
ブ
で
続
け
て
い
た
。
休
み
の

日
は
、
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
の
お
蔭
で
、
映
画
館
や
長
崎
港
に
外
人
さ
ん
の
観
光
案
内

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
い
た
。
そ
の
頃
の
自
分
の
夢
は
、
東
大
文
Ⅰ
に
入
学
し

て
、高
校
か
大
学
の
英
語
の
教
師
に
な
っ
て
、世
界
中
を
周
遊
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。
そ
れ
が
、「
急
に
医
者
に
な
ら
ん
か
」と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
的
転
回
で
、
山
口
大
学
医
学
部
―
九
州
大
学
大
学
院
―
大
分
医
科
大
学
―
米
国
オ

ハ
イ
オ
州
立
大
学
留
学
―
島
根
大
学
医
学
部
と
い
う
人
生
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

関
門
海
峡
を
行
っ
た
り
来
た
り
の
時
代
は
遠
い
過
去
の
も
の
と
な
り
、
長
年
自
分

を
支
え
て
く
れ
て
い
た
家
内
と
３
人
の
子
供
と
島
根
に
移
動
と
な
っ
た
。
今
は
松
江

城
の
近
く
に
住
み
、
毎
日
出
雲
ま
で
車
で
通
勤
し
て
い
る
。
３
人
の
子
供
た
ち
は
、

各
々
伴
侶
を
見
つ
け
、
横
浜
と
京
都
で
暮
ら
し
、
孫
も
出
来
て“
じ
い
じ
”と
呼
ば
れ

て
い
る
。

　

長
崎
市
内
に
も
少
々
親
戚
は
い
る
が
、
な
か
な
か
会
う
機
会
が
な
い
。
市
内
の
電

車
に
乗
り
、
赤
迫
と
か
新
地
と
い
う
名
前
を
見
つ
け
る
と
、「
あ
あ
懐
か
し
か
…
」と

い
う
感
じ
で
あ
る
。
チ
ャ
ン
ポ
ン
、皿
う
ど
ん
、カ
ラ
ス
ミ
、カ
ス
テ
ラ
、か
ん
ぼ
こ
、

ト
ル
コ
ラ
イ
ス
、
豚
の
角
煮
、
卓
袱
料
理
、
長
崎
物
語
、
茂
木
び
わ
、
諫
早
お
こ
し
、

鼈
甲
細
工
、
凧（
ハ
タ
）あ
げ
、
爆
竹
、
お
く
ん
ち
、
龍
踊
、
平
和
祈
念
像
、
唐
八
景
、

丸
山
、
思
案
橋
、
孔
子
廟
、
オ
ラ
ン
ダ
坂
、
出
島
等
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
が
、

最
後
に
長
崎
南
高
校
と
い
う
の
が
私
の
頭
を
よ
ぎ
る
若
き
日
のflash back

で
あ
る
。
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折
し
も
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。
天
草
や
五

島
や
平
戸
は
入
っ
て
い
る
が
、
私
の
出
身
の
島
原
半
島
の
原
城
跡
も
な
ん
と
か
滑
り

込
ん
だ
よ
う
だ
。
百
姓
一
揆
を
キ
リ
シ
タ
ン
の
反
乱
に
塗
り
替
え
ら
れ
、
反
乱
軍
に

加
わ
っ
た
人
た
ち
は
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
幕
府
軍
と
の
戦
い
で
原
城
内
で
戦
死
あ

る
い
は
殺
さ
れ
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
島
原
半
島
か
ら
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
た
ち
は
歴

史
の
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
人
が
居
な
く
な
っ
た
土
地
に
幕
府
の
移
住
政
策

が
な
さ
れ
、
海
岸
線
に
は
平
戸
や
淡
路
島
、
山
手
に
は
肥
前
あ
た
り
か
ら
移
り
住
み
、

私
の
遺
伝
子
に
は
そ
の
両
方
の
血
筋
が
流
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
堂
々
と
自
分
た
ち
の

矜
持
を
表
明
し
て
戦
い
憤
死
し
て
い
っ
た
島
原
半
島
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
人
々
は
記

録
に
残
ら
ず
、
遺
伝
子
が
受
け
継
が
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
原
城
跡
は
、
記
憶
に

残
る
遺
跡
で
し
か
な
い
。
本
来
、
生
物
が
生
息
し
生
殖
す
る
生
物
学
的
な
目
的
は
、

ヒ
ト
で
あ
れ
ウ
イ
ル
ス
で
あ
れ
、
遺
伝
子
を
受
け
継
い
で
残
し
て
行
く
事
に
他
な
ら

な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
は
勝
ち
組
で
あ
り
、
島
原
の
乱
で

散
っ
て
い
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
負
け
組
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

自
分
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は

な
い
が
、
人
生
に
は
付
き
物
で

あ
る
辛
い
時
間
に
直
面
す
る
と
、

大
浦
天
主
堂
の
眺
望
と
長
崎
の

鐘
の
音
が“
穏
や
か
に
生
き
ろ
”

と
私
の
心
を
時
々
揺
さ
ぶ
る
。

恐
ら
く
は
、
有
難
い
神
の
思
し

召
し
か
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た

叔
父
の
戒
め
な
の
だ
ろ
う
。

�

（
島
根
大
学
医
学
部
耳
鼻
咽
喉
科
学
教
授
）

四
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五
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平
成
三
十
年
十
月
十
日

長
崎
へ
の
想
い

　
○
長
崎
の
人
は
、
十
月
九
日
の
諏
訪
神
社
の「
お
上の
ぼ

り
」が
す
む
と「
今
年
も
、
お
く
ん
ち

が
無
事
に
終お
わ

り
ま
し
た
ね
」と
、
何
か
一
年
の
行
事
が
全
て
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
御
挨
拶
を
昔
は
よ
く
聞
い
た
も
の
で
し
た
。

○
次
い
で
十
月
十
四
、十
五
日
は
、
伊
良
林
の
若
宮
く
ん
ち
の「
竹
ン
芸
」が
有
名
だ
が
、

之
の
他
に
も「
大
浦
く
ん
ち
」、「
茂
木
く
ん
ち
」、「
矢
上
く
ん
ち
」等
と
各
地
の「
お
く

ん
ち
」も
、
大
変
賑
や
か
で
あ
り
、
近
く
の「
お
く
ん
ち
」に
は
、
是
非
出
か
け
ら
れ
て

み
ら
れ
る
と
よ
い
。
ま
た
、
そ
の
時
に
は
、
其
の
地
独
特
の
郷
土
料
理
が
あ
り
、
い
た

だ
い
て
こ
ら
れ
る
と
よ
い
。

○
私
の
家
の
近
く
の
渡
邊
壽
男
氏
よ
り
御
子
息
の
源
昇
氏
が
著
作
さ
れ
た
本「
お
寺
は
じ

め
ま
し
た
」を
戴
い
た
。
同
書
に
つ
い
て
五
月
十
六
日
発
行
の
朝
日
新
聞（
東
京
）が
同

封
し
て
あ
り
、
私
は
感
激
し
て
拝
読
さ
せ
て
戴
い
た
。
朝
日
新
聞
に
は
次
の
よ
う
に
記

し
て
あ
っ
た
。

　

源
昇
さ
ん（
31
）は
長
崎
市
寺
町
の
一
角
に
育
っ
た
。
…
中
学
卒
業
の
翌
々
日
、
自
分
の

将
来
は「
こ
れ
だ
」と
確
信
し
て
身
延
山
久
遠
寺（
山
梨
県
）に
行
き
剃
髪
、高
校
に
進
み
、

更
に
立
正
大
学
夜
間
部
に
進
み
午
前
四
時
よ
り
日
中
は
修
行
、夜
は
大
学
に
行
き
卒
業
、

更
に
百
日
修
業
、
二
〇
一
四
年
発
願
し
て
、
三
十
一
才
の
時
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
越

谷
の
地
に
三
十
一
才
の
若
さ
で
寺（
布
教
所
）を
建
て
二
〇
一
七
年
七
月
越
谷
市
宮
本
町

に
自
分
寺
を
完
成
…
彼
の
周
辺
の
人
か
ら「
な
ぜ
寺
を
建
て
る
の
？
」と
聞
か
れ「
好
き

で
や
っ
て
ま
す
か
ら
」と
答
え
る
。
こ
の
言
葉
が
全
て
を
悟
っ
て
い
る
。
…
（
東
京
原

書
房
刊
、
本
体
一
、三
〇
〇
円
＋
税
）

○
今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
長
崎
大
学
附
属
中
学
校
第
八
回
卒
業
生
会
よ
り
、「
被
爆
体
験
記
」深
く
読
ま
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
中
で
も
菱
谷
武
平
先
生
の「
私
は
其
の
時
、
学
徒
動
員
の
監
督
教
官
と
し

て
出
勤
中
で
し
た
…
」以
下
の
文
章
に
は
驚
き
ま
し
た
。（
長
大
附
中
第
八
回
生
刊
）

一
、
九
州
歴
史
資
料
館
よ
り「
研
究
論
考
集
43
」今
回
も
多
く
の
す
ば
ら
し
い
論
考
集
で
し

た
。（
福
岡
県
小
郡
市
九
州
歴
史
資
料
館
刊
、
平
成
二
十
九
年
度
）

一
、
橋
本
剛
氏
よ
り「
つ
よ
し
の
長
崎
み
ら
い
丼
」橋
本
氏
の
自
著
で「
二
〇
三
四
年
の
長

崎
」に
始
ま
り
、
長
崎
市
関
係
の
ア
イ
ド
ル
、
地
域
活
性
化
等
、
多
く
の
地
域
関
係
資

料
が
収
録
さ
れ
て
い
た
。（
税
込
み
一
、五
〇
〇
円
）

川
内
　
秀
之
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